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ニシン目の Pristigasteridaeに適用すべき標準和名

畑　晴陵 1・本村浩之 2

The clupeiform family Pristigasteridae, including nine gen-
era (Chirocentrodon Günther 1868, Ilisha Richardson, 1846, 
Neoopisthopterus Hildebrand, 1948, Odontognathus Lacepède, 
1800, Opisthopterus Gill, 1861, Pellona Valenciennes, 1847, 
Pliosteostoma Norman, 1923, Pristigaster Cuvier, 1816, and 
Raconda Gray, 1831), has currently been treated as a part of 
Clupeidae in Japanese ichthyological society, although validity 
of Pristigasteridae is supported by morphological and molecular 
evidences. The standard Japanese name “Hira-ka” is proposed 
for Pristigasteridae in this study because Ilisha elongata (Bennett, 
1830) (standard Japanese name “Hira”) is the only species of the 
family recorded from Japanese waters.
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 Abstract

Pristigasteridaeはニシン目の一科である（Whitehead, 

1985; Munroe et al., 1999; Lavoué et al., 2014; Egan et al., 

2018; Bloom and Egan, 2018）．本科魚類は体腹縁に鋭い稜

鱗が並ぶこと，臀鰭軟条が 30本以上であること，口が端

位で，下顎が上顎よりも前方に突出することなどによっ

て特徴づけられる（Whitehead 1985; Munroe et al., 1999）．

本科魚類は世界から 37有効種が知られ（Whitehead 1985; 

Kailola, 1986; Randall, 1994; Menezes and de Pinna, 2000），

日本からはヒラ Ilisha elongata (Bennett, 1830) (Fig. 1)の 1

種のみが知られている（青沼・柳下，2013；本村，2020）．

Pristigasteridaeは多くの研究において有効な科と認められ，

上記の形態学的特徴に加え，分子解析に基づく系統学的

研究においてもその有効性が支持されているが（Lavoué et 

al., 2013, 2014, 2017, 2018; Egan et al., 2018; Bloom and Egan, 

2018; Queiroz et al., 2020），日本国内においては，ニシン科

に含まれることが多く，独立した科として扱われることは

少なかった．本研究では，Pristigasteridaeに適用すべき標

準和名に関して検討をおこなった．

材料と方法
本稿で言及した標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に収蔵されている．また，本稿において，標

本の標準体長は体長と略記し，デジタルノギスを用いて

0.1 mmまで計測した．使用したヒラの標本は，KAUM–I. 

60373（体長 385.5 mm，長崎県橘湾）である．

Pristigasteridaeの表記に関しては，Steyskal (1980)は本

科のタイプ属である Pristigasterの末尾部分は「腹」を意

味するギリシア語の単語 gasterの女性形であるため，語

幹が「Pristigastr-」となることから，ICZN (1999) の条

29.3.2にしたがい，Pristigastridaeとすべきとし，Kottelat 

(2013)はそれにしたがった．しかし，Whitehead (1985)や

Kailola (1986), Shinohara et al. (1998), Munroe et al. (1999), 

Zhang (2001), Munroe (2002, 2016), Kimura (2009, 2013, 2015, 

2018), Kimura and Matsunuma (2011), Mahmood et al. (2012), 

Di Dario (2013), Tran et al. (2013), Lavoué et al. (2013, 2014, 

2017, 2018), Wang et al. (2016), Egan et al. (2018), Bloom and 

Egan (2018), Hata (2019), Queiroz et al. (2020)など，多くの

研究において本科の学名は Pristigasteridaeと慣用されてお

り，ICZN (1999)の条 29.3.5にしたがい，本研究においては，

本科の学名を Pristigasteridaeとした．

Pristigasteridaeの系統学的位置づけ
Pristigasteridaeについては従来，ニシン科 Clupeidaeに

含められることが一般的であった（例えば Günther, 1868; 

Jordan and Herre, 1906; Jordan et al., 1913; Jordan and Metz, 

1913; Weber and de Beaufort, 1913; Jordan and Thompson, 

1914; Fowler, 1935, 1941；矢部，1938; Okada, 1938；岡田・

松原，1938；蒲原，1950; Velappan Nair, 1953；松原，1955; 
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Losse, 1966, 1968； 道 津・ 冨 山，1967; Whitehead, 1967, 

1972；菊池，1970; Kuronuma and Abe, 1972; Seshagiri Rao, 

1973; Mishra, 1976; Wongratana, 1980, 1983; Jayaram, 1981；

久 新 ほ か，1982； 清 水，1983; Talwar and Kacker, 1984; 

Gloerfelt-Tarp and Kailola, 1984; Shen, 1984; Sirimontaporn, 

1984；上野・佐藤，1984）．しかし，Whitehead (1985)は

Pristigasteridae の有効性を認め，Chirocentrodon Günther 

1868, Ilisha Richardson, 1846, Neoopisthopterus Hildebrand, 

1948, Odontognathus Lacepède, 1800, Opisthopterus Gill, 1861, 

Pellona Valenciennes, 1847, Pliosteostoma Norman, 1923, 

Pristigaster Cuvier, 1816，および Raconda Gray, 1831の 9属

を含めた．近年の分子解析に基づくニシン目魚類の系統

学的研究において，Pristigasteridaeを網羅的に扱った研究

はないものの，本科の科としての単系統性は広く支持さ

れている（Lavoué et al., 2013, 2014, 2017; Egan et al., 2018; 

Bloom and Egan, 2018; Queiroz et al., 2020）．なお，Lavoué 

et al. (2018)はWhitehead (1985)によって Pristigasteridaeに

含まれるとした属 Ilishaは多系統であることを示してお

り，Pristigasteridaeに含まれる各属の単系統性や，適用す

べき学名に関しては今後もさらなる検討が必要である．

Pristigasteridaeに適用すべき標準和名
上述の通り，Pristigasteridaeは，Whitehead (1985)によっ

て有効性が認められて以降，多くの研究において使用さ

れている（材料と方法の項目を参照）．しかし，日本国内

において，本科魚類は依然としてニシン科に含められる

ことが多く，山田（1986），益田・アレン（1987），田北

（1988），Amaoka et al. (1989)，水沢・箕輪（1992），青沼

（1993, 2000），Aonuma (2002)，田北ほか（2003），山田ほ

か（2007），飯塚・片山（2008），畑・本村（2011），青沼・

柳下（2013），乃一（2014），益井ほか（2016），畑（2017），

小林（2019）, Mitsui et al. (2020)などは，ヒラをはじめと

する，Whitehead (1985)によって Pristigasteridaeに区分さ

れる種をニシン科に含めている．また日本国内において，

Prisitgasteridaeの和名に関して触れている研究は少ないが，

横山ほか（2013）と Hata (2019)は Pristigasteridaeの和名を

ヒラ科としているほか，本村（2020）はヒラの帰属をニシ

ン科 Clupeidaeにしつつも，近年ではヒラ科 Pristigasteridae

に含めることが一般的としている．

日本魚類学会によって提案されている「魚類の標準和

名の命名ガイドライン」の 4.3.1条によると，科階級群の

標準和名は，「原則としてタイプ属の標準和名を適用すべ

きである」とされている．しかし，本科のタイプ属である

Pristigasterはアマゾン河水系にのみ分布し，日本からは

記録されていない（Whitehead, 1985; Menezes and de Pinna, 

2000）．また，上記のガイドラインにおいて，科階級群の

標準和名の提唱に際し，「タイプ属に標準和名がない場合

は、帰属する日本産で代表的な属の名称を科の標準和名に

適用する」としている．上述の通り，本科魚類において日

本から記録のある種はヒラ属のヒラのみであること（青沼・

柳下，2013），また，上述の通り過去にいくつかの研究に

おいて Pristigasteridaeに対してヒラ科の和名が用いられて

いることから，Pristigasteridaeの標準和名はヒラ科とする

ことが適切であると考えられる．したがって，本研究に

おいて，Whitehead (1985)によって示された Pristigasteridae

に対し，標準和名ヒラ科の適用を提唱する．
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Fig. 1. Fresh specimen of Ilisha elongata, species of Pristigasteridae (KAUM–I. 60373, 385.5 mm standard length, Tachibana Bay, 
Nagasaki Prefecture, southern Japan).
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